
第２回最上川堤防調査委員会の開催
（令和６年７月２５日からの大雨による出水に伴う降雨）

７月２４日から断続的に降り続いた降雨の影響に伴い、最上川水系最上川で１箇所が堤防欠損、支川新田川で４箇
所、野尻川で１箇所が堤防決壊が発生。
堤防決壊の被災要因分析及び再度災害防止に向けた堤防復旧工法等の検討を目的として、９月１３日（金）に
「第２回最上川堤防調査委員会」を開催。
２回目となる今回は、被災メカニズムの分析結果について説明し、意見交換を実施。
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事務局説明 被災要因の意見交換

（主な意見）

野尻川や新田川左岸②決壊箇所は、洪水時には川底がもっと

深く掘れ、流速が大きく出ていた可能性も考慮して、ブロックの

重量等を選定すること。

県管理区間の決壊箇所については、河床高が上がっている可

能性があるため、河道断面をよく確認した方が良い。

川表の法尻付近（根の部分）が削られている箇所については復

旧の際に考慮すること。

落堀のような基礎地盤が大きくえぐられた箇所は、不陸を無くし

て堤体と基礎地盤の境界部の処理をなじみよくした方が良い。

堤体材の土砂粒度は、周辺の堤体材との接続性を考える必要

あり、なるべく同様の材料で復旧することが望ましい。


